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梨姫心喰蟲 に對 す る硫酸 ニ コ チ ソ の 使用

農學博士 春 川 忠 吉

　　　　　近　　藤　　三　　郎

　　 1． 從來の 試驗成績 。

　米國に於いて 、硫酸 ニ コ チ ン を梨姫心喰蟲防除に 使用 し始めて以來 ．我國

に於て も之が使用を 試み る入 が出て來 て、就 中、梨姫心喰蟲研究所 （靜岡縣

富士郡 加島村）で は．矢後正俊氏が數年來研究 して 居 られ る。 氏 の成績を見

るに實驗成績は 必 しも立派に 斛一致 して 居る とは定 らないが、 時に よつ て相

當の效果ある事を示 して居 る 。 即 ち 、 氏の 得 られた 成績の 中で 、 標準被害歩

合の示 されて ある もの か ら
一

二の例 を舉けて見れば 、 非常に成績の顯著な も

の で は 、 硫酸 ； コ チ ン 撒布に よつ て 梨果の被害歩合が凡そ三分の 一とな つ ナこ

揚合 もあ りぐ牟分にな つ た 揚合 もあり・ 又 、成績の惡い 揚合には標準區と硫

酸 ニ コ チ ン 撒布區 と、殆ん ど被害歩合に 差の ない や うな揚合 もあつ た。 しか

し大體か ら云 へ ば・ 硫酸 ニ コ チ ン 撒布に よつ て 被害果が六掛か 七掛け位には

減少する こ とは略事實で あ る ら しい 。

　　 2． 硫酸 F コ チ ソ 撒布試驗

　著者等 も亦數年前 、 硫酸 ニ コ チ ン の効果を 見や うと して 、 某果樹園を借 り

て 少 し く撒布試驗を試みた事がある。 種 々 の事情で 充分大規模の撒布試驗を

行ふ 事が出來す 、 夊栽培者の經濟に 成る可 く影響を與 へ 度 くなか つ た所か ら、

栽培者が行ふ 總て の病蟲害防除作業は 全 く亭常逋 り行ふ ま 〉．に して置 き、唯

だ試驗區にあ りて は 、 栽培者の行ふ 撒布作業の上に 、 獪硫酸 ＝ コ チ ン を餘分
・

に撒布 して ．之に よ つ て梨姫心喰蟲に よ る被害が標準區 と何程違ふ か を見ん

とした 。

　其の設計及成績を次 に設い て見や う。
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　大正十三年度 o

藥劑 ． 贓 ・ ・ チ ・
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プ ラ ・ ク ・・ 一… ア テ ・
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・
・6。 倍液・ 期 鑼 液

一升につ き 1・5 匁の 割合に石鹸を加ふ e

梨品種 。 長榔 、 懺 継 早生赤の三種。 標準甌 試驗區共に 驅 ＋本つ

L を使用す。

　撒布の時 日。 六月九 日、六月二十五 日、 七月 十日・七月二 十五 巨 、 八 月十

H ．八 肛 ＋七 日、姻 ＋日 、 丿し月二＋ 日。 梨 果の 收穫は黷 の鱒 るkこ從

つ て數囘に行 つ ナニか ら、 ．長十齲の 如き早熱の品種は 六囘乃至七 囘の撒怖を行

つ た事にな るが、他の ものは多 くは 八 囘の撒布を受けて 居る D 其の成績は次

表に示す逋 りである。

品　種 區 　別 無被害果 數
梨 姫｝  喰蟲

被 害 果 數

他　害　疂

被 害 果 数
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被 害 歩 合

　 （％ ）
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試 驗 區
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1 ，

α 24

廿 世 紀
標 準 區

試 驗 區

592736 74 41 L20

．5
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，41

早 生 赤
標 準 區

試 驗 區

64961
正

3　　　　　 0

2　　 　 　 　 0

040
．3

10
．75

　大正十四年度 。

藥劑 ， 櫞 二 ・ チ ン 、＊ 一・・ ス ニ ・ チ ン サ ・レ．フ ・
一 ’・

4°％ の 二 ・ チ ン 含

右量ある ものな り。 この八 百倍液 、 石鹸 を混用すこ と前年に 同．V 。

　梨 品種。 長十郎 （各區十三本）、廿世紀（各區十本）、晩三吉（各 區十本）。

　撒布の月 日及囘數 。 六 月十 日、六月二 十九 日、七月十一日 、 七月二 十三 日 、

八 月五 日、八月二十 日 、 九月七 日、 九月十五 日 、 九月；十五 日。 長十郎は五

囘乃至八 囘、廿世紀は七囘乃至九囘 、 晩三吉は九囘の撒布 。

』
其の 成績は次の如 し⊃
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晩 三 吉
標 準 匠

試 驗 旺

65SO20 4719 　 OT

　 　 O

6．62
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　 さて、以上 の試験成績を逋覽す る と ． 何 れの 區に於 て も梨姫心喰蟲彫； よ る

被害が甚だ少 い こ とがわか る。 之 は一部分は 此の果椡園に於て 梨姫心喰蟲の

發生が少な か つ た こ とに 原因する こ とは勿論で ある が、夂他の重要な る理由

は、既に斷つ て 置い た邇 り． 試驗區に於て も標準區に於 て も 、 同様に他の藥　　
’

劑の撒布を受けて居た こ とである。

　此の梨園に於 ては斯 くの 如 く被害が輕か つ た 爲めに試験の結果には 非常に

顯著なる数字を得 る事は 出來 なか つ た けれ ども、 大 體相
一

致する成績を得た

事は右に掲け た二 つ の表に よつ て 明か で あ る と思ふ 。

　即 ち大正十三 年の 早生赤 にあ りては 、標準 區 と硫酸 ニ コ チ ン 撒布區 との差

ガ餘 り明かで ない けれ ども 、 そ の他の 區にあ りて は、何れ も明 かに 硫酸 ニ コ

チ ン の効果 のあ るこ とを示 して居 ゐ。 即 ち之 を 撒布する事 に よつ て 、 被害は

標 準 區の 皷害の 凡 そ四分 の 一乃至二分の一に 減する ことを示 して居る 。

　斯 くの如 く、ニ ケ 年間の成績が 略相
一

致 して 居る こと と 、 先 に設い た矢後

氏の結果 とを對照 して 見 る と、 硫酸 ニ コ i！ン を 相當に囘數多 く撒缶すろ な ら

ば・梨姫心喰蟲の被害を畧孚減す る こ とが 出來 るで あ らふ と述べ て も大なる

．過はある まい と思ふ o 只著者等の 賢瞼は 、 既に前に も設い た 通 り非常に管理

の行屆 いた梨園に於て 行つ た ものであつ て、之を管理の 除り良 くない梨畑に

．於 て行 つ た揚合に 、 右の 如 き成績 を得 べ きや 否や は疑問である。 獪夂著者等

の 行 つ たや うに頻繁の硫酸 ； コ チ ン 撒布が 、 果 して 經濟上引き 合ふか ど うか

一も亦 問題で ある 。

　獪 最後に 一言附加 して 置き度い 事は、硫酸 ニ コ チ ン の効果が果 して何に基
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因する ちのであるか と云ふ こ とで ある。 硫酸 ＝ コ チ ン が卯な殺す力の ある こ

とは凱に知られた處で あるが、 しか し撒布の 直後であるな らば 、 幼蝨 （孵化

しτ食を求めつ S歩 くもの．或は食を求めて 移轉 しつ i ある もの等） を も殺

す力があるだ らうし、 夂蛾 に對 して 排攘劑 として も、劇 よ効果があるか も知

れ な い のである 。

　著者等は硫酸 ニ コ チ ン の作用が、右の何れ な りや を強い て論 じや うとせす 、

唯だ當地方で研究 しナこる 梨姫心喰鐡の生活更か ら考 へ て ・ 各世代の蛾の最 も

多數に出現 して居るだ ら 5 と思は る亠 時期を選ん で撒布を行 つた。

　 獪右に掲げ た表に よ つ て 知 られ る事は 、何 れの 年に於て も 、 早生 赤叉は晩

三吉 と云 ふ 如き中壅夊は 晩生の 品種に於て、梨姫心喰蟲に よ る被害が徑い こ

とである 。 この事實は既に 著者の一入春川に よつ て指摘 せ ら れ t 事である・m

が ・ 晩熱種と云 つ て も必す しも被害が甚 しくはない こ と、 又長十郎の如き比

較的早熟の もので も、 被害が大で ある 揚合がある こ とは 、 從來の此の點に 關

す る研究家の意見 とは 少 しく異なる所 で、注意に値する と思ふ 。 要は地方に

よ る梨姫心喰蛾の發生經過 と梨果の熟する 時期 との關係に よ つ て ， 如何なる

’
品種が最 も被害多 きかは異 るもので あると考 へ らる   （昭和 二年五 月）

　　　　　　　　　冬 も蕃殖するコ ＊ 囗 ≒に就い て

　 本誌前號 65頁に小島美城氏の コ ホ ロ ギ の記 事を載せ て 置い たが・其の 校 正

をすま して後に古川睛男君か ら其が ト ウ キ ヤ ウ コ ホ ロ ギ で ある事を聞い た 。

然 し其の發表の出所が不明で あるか ら三橋信治君 に御尋ねす る と ∫動物 教材

の根本的研究 、 第四學年教 財」 中に 、 岡崎常太郎氏の書か れプこ コ ホ ロ ギの部の

劃 6 頁 に出て居 るが其の他に記 述せ られナこ事 は無いや うだ と云ふ 。 其の部を

見る とト ウキ ヤ ウ コ ホ ロ ギ Acliela　tobyents　M ．4Ts・として簡單ではあるが要領

を得tE形態の記載 と前罪の記事 と同 じや うな 生 態の事柄が面 白く書い てあつ

た
。 此の書大正 十五年四月の出版で 、 私 も關 係を もつ て居なが らこの記事を

見落 して居たの は汗顔の至である　（矢野宗幹）。
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